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令和元年･２年度 文部科学省 国立教育政策研究所 教育課程研究指定校事業 

令和元年･２年度 山田町教育委員会指定 

山田町立豊間根小学校 

学校公開研究会 

 

Ⅰ 研究主題の設定について 

研究を通して目指す児童像 

自分の伝えたいことを相手に伝えられる児童 

友だちの伝えたいことを聞くことができる児童 

校訓「豊かな心」 

学校教育目標「心豊かな子・よく考える子・ねばり強くやりぬく子」 

本校児童の実態から 

研究主題 

外国語で主体的に表現しようとする児童の育成 

～児童が表現したいことに寄り添う指導を通して～ 

新学習指導要領から 

外国語活動の目標 

外国語によるコミュニケーション

における見方・考え方を働かせ、外

国語による聞くこと，話すことの言

語活動を通して，コミュニケーショ

ンを図る素地となる資質・能力を育

成することを目指す。 

 

外国語科の目標 

外国語によるコミュニケーション

における見方・考え方を働かせ，外

国語による聞くこと，読むこと，話

すこと，書くことの言語活動を通し

て，コミュニケーションを図る基礎

となる資質・能力を育成することを

目指す。 
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Ⅱ 研究内容 

目指す児童像に近づくための授業づくり 
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研究内容１ 学習到達目標（CAN-DO リスト形式）の作成と活用 
① ５・６年の学習到達目標（CAN-DOリスト形式）作成の手順 

② 児童と共有するＣＡＮ－ＤＯリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☑ 学習指導要領に示されている目標と使用する教材を照らし合わせる。 

☑ コミュニケーションを行う目的や場面，状況等を意識しながら単元のゴールとなる言語活動を決める。   

 （児童と共有できるように。）その際，以下についても考えながら単元のゴールとなる言語活動を決める。 

 

＊「話すこと[やり取り]」・「話すこと[発表]」のどちらの領域をねらうか。 

＊ 決めた領域目標の項目（アイウ）のどれをねらうか。 

 

＊「聞くこと」・「読むこと」・「書くこと」の各領域別の目標の項目（アイウ）のどれ 

    をねらうか。 

☑ 他教科等との関連を考える。 

☑ 領域別の目標の全体を見て，年間のバランスや，学期ごとのバランスを調整する。 

☑ 年間指導計画を基に，CAN-DO リストに各単元の目標と単元名を入れる。 

☑ 最終調整をする。 

 

  ５・６年児童と共有する「CAN-DO リスト」の一部。領域ごとに整理して
ある。それぞれの学年のどの単元で，どのような学習をしたのか，これから
どのような学習をしていくのかが分かりやすい。 
  また，それぞれの 1年間の学習内容を見通すことができるので，学年末
に自分がどんなことが言えるようになっているのか，分かるようになってい
るのかというイメージを持つこともできる。 
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③ 年間指導計画を含むＣＡＮ－ＤＯリスト 

年間指導計画を含む CAN-DO リストの一部。左側が年間指導計画，

右側が学習到達目標となっている。 

  

 

  
 
④ ＣＡＮ－ＤＯリストの評価への活用 

 

作成当初の CAN-DO リスト 
  
年度当初は，各単元３～４領域に

ついて評価することとしていた。 

しかし，実際には，一単元の中

でCAN-DOリストにある領域を

評価しきることは難しいという

ことが分かった。さらに，言語活

動の設定につても，学級の実態に

合わせて，変更が必要な部分も出

てきた。 

見直し後の CAN-DO リスト 
 
 評価領域を見直し，学習到達

目標の太枠部分を「記録に残す

評価」とし，それ以外の部分を，

記録には残さないが，目標に向

けて指導は行う領域とした。 

各単元，評価領域は多くても

3 領域とし，無理なく評価がで

きるようにした。 

単元の計画を立てる際には、このリストを見ながら，どの領域の評価単元となっているかを

確認し，授業づくりをした。  
評価領域や言語活動によって評価の方法をその都度選択 

① ビデオ撮影による評価  

② 観察による評価   

③ ワークシートによる評価             

④ インタビューなどの相手になっての評価 

3・4年生については TRY リストで評価場面を確認し，学習中の様子を見ながら，学習が深まっ

た場面や主体的な活動の様子が顕著に見られた場面を記録に残し，評価した。 

見直し 



  豊間根小学校 公開研究会リーフレット 

5 

 

研究内容 2 児童の思いに寄り添う指導 

 

ＣＡＮ－ＤＯリストを用いて授業づくりをすることは，ゴールの姿となる到達

目標から逆算して考える「バックワード・デザイン」を意識した授業構想を行う

こととなる。このことで，指導者は単元末における児童の姿が明確にイメージで

きる。 

次に，児童が主体的に「伝えよう」という思いをもって活動に取り組むために

は，言語活動のゴールに工夫が必要である。児童が主体的に「伝えよう」と思う

言語活動には「相手意識」と「目的意識」が欠かせない。 

本校では，児童が主体的に参加できるよう，「学習に対する意欲を高め，表現

したい気持ちを引き出すための手立て」を「よりそいスタート」，実際の学習場

面で「表現したい，伝えたい気持ちに寄り添う手立て」を「よりそいブラッシュ

アップ」とし，授業実践を行ってきた。  

相手意識・目的意識の 
明確な言語活動のある授業 

ＣＡＮ－ＤＯリストを 

活用した 

授業づくりの構想 

ゴールとなる

言語活動

目的意識

(なにを)

相手意識

(だれに)

そのために 
今の学年では…。 

そのために今学期は…。
Project では…。 

そのために 
今の単元では…。 

そのために 
本時では…。 

ＣＡＮ－ＤＯリストを 
活用する児童の姿 

 Project で伝えたい。 
あんなこと・こんなこと 

Ａの単元では，Ｂの単元では 
○○の伝え方がわかりそうだ。 

今日の時間は， 
○○をがんばろう。 

知っている表現で 
使えそうなものはないかな。 

授
業
構
想
の
具
体
化 
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外国語活動実践例（３年生） 

単元名    “How many”～数えて遊ぼう～ 

Final goal   「６年生と How many ゲームをしよう」 

 

 

 

 

 

 

 
  

外国語活動実践例（４年生） 

単元名   “What time is it ?”～自分の好きな時間を伝えよう～   

Final goal  「家の人に夏休みの生活時間と、好きな時間を伝えよう」 

 

 

 

 

 

 

「よりそいスタート」 

やり取りのモデルを見せている場面。これから行う
How many ゲームを実際に行って見せ，やり方を共有
する。「自分もできそうだ」という気持ちをもたせた。 

「よりそいブラッシュアップ」 

起床，就寝などの生活時間か
が分かるイラストをワークシー
トにして配布した。絵を示すこ
とで相手にも伝わりやすく，伝
える側も不完全な英語でも大丈
夫という気持ちで活動できるよ
うにした。 

「よりそいスタート」 
授業のはじめに Final goal（言語活動のゴー
ル）の再確認を行った。誰に，何の目的でこの活
動を行うのかを常に確認することで，主体的に学
習に取り組めるようにする。 

「よりそいブラッシュアップ」 

中間振り返りの様子。やり取りの中で，相手に伝わ
るような工夫ができている児童などを紹介し，全体で
共有することで，よりよいやり取りができるようにし
た。 

 3 年生にとって英語の大先輩である「６年生」を相手に How many ゲームをすることを
目的とすることで，6 年生との活動までに，“How many～”をたくさん使って積極的に活
動する姿が見られた。最後の 6 年生との活動を行う際には，“How many～”を使って多く
の 6 年生と自信をもってやり取りをすることができた。 

 夏休みの生活時間について、実行の決意を込めながら家の人に伝えることで，これまでの
外国語活動の学習の成果を見てもらおうという目標をたて，学習を進めた。相手が「家の
人」とはっきりしていることと，目的の一つが「学習の成果を見せる」としていることもあ
り，何度も言い方を友だちと確認し合う様子が見られた。 
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外国語科実践例（５年生） 

単元名   “Can you do this ?”～プロフィールカードを作ろう～ 

Final goal  「プロフィールカードを作ろう。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
外国語科実践例（６年生） 

単元名    “Welcome to Japan.”～日本のことをしょうかいしよう～ 

Final goal    「オーストラリアの方に自分たちの住む地域のことを 

                         しょうかいしよう」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「よりそいスタート」 

「できること」を伝え合うための導入として，「ｃan」を学
習する場面でけん玉を活用した。担任がけん玉の技が
できるかできないかを「ｃan」「ｃan’t」で児童に問うな
ど，楽しみながら学習を進められるようした。 

「よりそいブラッシュアップ」 

発表場面で自分の伝えたいことを，より分かりやすく
相手に伝えるために写真等を相手に見せながら活動で
きるようなカードを活用し，「相手に伝える」ことを意識し
た活動につなげた。 

 教科書の単元と関連させて，日本のことを外国の方に伝えるという言語活動を設定した。
同じ年頃のオーストラリアの子どもをやり取りの相手としたこともあり，本校の 6 年生も
「何を伝えるとよいか。」「こんなことを伝えたい。」などと，積極的に活動に取り組む児童
が多くみられた。 

「よりそいスタート」 

今日の学習でどんなことをするのかのイメージ
をもたせることで，「できそうだ。」「やってみよう。」
という気持ちをもたせた。 

「よりそいブラッシュアップ」 

児童が話したいけれど何と言ったらよいか分からな
いという事柄を，学級全体で共有しながら，どのように
言ったらよいかを考えた。こうすることで，既習を使えば
どうにかできそうだということに気が付き，少しずつで
はあるが，分からなくても話してみようという自信をもっ
てやり取りができるようになった。 

 学校が統合して約 2 か月の時期に実施した。今よりもより深く友達のことを知り，仲を
深めることを目的として，自分のできることや，得意なことを紹介するというゴールを設定
した。活動後は「友達のことで新しい発見もあった。」という児童からの振り返りがあっ
た。やり取りを重ねることでより児童が主体的に活動することができていた。 
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複数単元のまとめとしての言語活動（Project）実践例 
５、６年生については，複数単元での学習のまとめとなる活動を設定することとした。教

科書の Project単元に合わせて，児童が半年間外国語を学習してきた成果を発揮する

場を設定し，外国の方と交流する活動を取り入れた。 
 

5 年生 

「English パーティー」 

 

6 年生 

「世界で活躍する日本人を外国の方に伝えよう」 

 
 
 
 
 
 
Ⅲ 成果と課題 

 

〇相手，目的を意識させることで，児童に「伝えたい」という気

持ちが生まれ、主体的に活動できる場面が多くなった。 

〇ＣＡＮ－ＤＯリストを作成したことで，指導者が各学年の既

習表現等を確認しやすくなった。 

〇ＣＡＮ－ＤＯリストを活用することで，単元計画を立てやす

くなった。 

△評価場面や，評価方法については，不十分な点が多々ある。

特に，やり取りの場面の評価について，その時間の中で児童

の様子をみとるための方法や工夫について，さらに，研究を

進める必要がある。 

△児童の思考が働く場面を増やすために，今までよりもいっそう児

童が既習表現を使用して話す場面を設けられるようにしたい。

（Small Talkの有効活用等） 

 

準備の段階から，相手を意識して内容を考える児童の姿が見られたこと

や，実際の活動の中でも，外国の方からの質問にどうにかして伝えようとす

る姿も多くみられた。このことから，「相手意識」「目的意識」がはっきりし

ていて，なおかつそれが児童の実態に合ったものであればあるほど児童は主

体的に学習に取り組むことが確認できた。 

 


